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in vitroにおいて，骨形成の初期過程である骨芽細胞の石灰化過程を経時的に解析することは，

骨形成機構の詳細を理解する上で極めて重要である．そこで演者らは，石灰化過程を経時的に解

析するため，非侵襲な解析手法であるラマン分光法を利用してきた．これまでに，マウス間葉系

幹細胞株 KUSA-A1 を骨芽細胞へと分化誘導し，その石灰化過程を顕微ラマンイメージングによ

り経時的に解析することに成功した[1,2]．本研究を通して，培養組織中のハイドロキシアパタイ

ト（HA; Ca10(PO4)6(OH)2）から得られるラマンバンドは，HAの純物質のラマンバンドと比較して，

約 7 cm
-1低波数側へシフトしていることが明らかとなった．この要因として，生体内の HA がⅠ

型コラーゲンをはじめとした，骨基質タンパク質に取り囲まれて存在することが考えられる．そ

こで本研究では，数種のアミノ酸を pH = 7, 37°C条件下で HA に吸着させ，アミノ酸が HA に及

ぼす影響について調査した．その結果，セリン等の複数のアミノ酸で，HA のラマンバンドを低

波数側へシフトさせる効果が認められた．さらに，アミノ酸の HA へ及ぼす影響をより詳細に調

べるため，フラグメント分子軌道（Fragment molecular orbital; FMO）法による HA – アミノ酸間の

相互作用解析を行なった．ラマン分光法および FMO 法の結果より，HA は周囲のアミノ酸から強

い引力を受けることが示唆された．したがって，生体内の HA から得られるラマンバンドの低波

数シフトは，HA周囲に骨基質タンパク質が存在する，すなわち，HA 周囲に高濃度でアミノ酸が

存在することに起因すると推察された． 
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